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聖桜祭に向けて  

生徒会最大行事「聖桜祭」がいよいよ近づい

てまいりました。１．５日開催の中で、一人ひ

とりの生徒の皆さんのNew wind（新しい風）

がさわやかな秋風とともに学校を包み込んで

くれることを願っています。 

 保護者の皆様には、参観日等で学校にお越し

いただく機会がなかなかとれない中、聖桜祭で

も校内展示のみの参観で、お待ちいただいた合

唱や吹奏楽部の演奏についてもオンラインか

後日販売予定のデジタルデータにて視聴いた

だくこととなり、大変恐縮しております。（放映

や販売には著作権の対応が必要であり、本校は撮影業

者さんに著作権にかかる対応をお願いしています。放

映・視聴に関しては、保護者等関係者へという制限が

あります。ダビングや転売などは著作権侵害のおそれ

があります。ご留意ください。） 

 新型コロナによる学校行事、生徒の皆さんの

学習活動への影響はまだまだ続く見込みです

が、報道などからも、観光業に限らず、例えば

自動車の生産や農漁業の販売不調など様々な

業界に多大な影響が出ていることを知るにつ

け、生徒の皆さんだけでなくお家のことも少な

からず心配をしているところです。 

 そういう中でも、高遠町青少年育成会からは、

新型コロナ対策のために消毒用アルコールな

ど寄贈いただき、また教育活動のために地域の

皆様が生徒の活動を支えてくださることに改

めて感謝申し上げます。 

 さて、先ほど申しました聖桜祭合唱ですが、

練習も新型コロナ対策を講じての練習となっ

ています。例年ですと、各教室でクラスの仲間

がそろって、朝・放課後の学活で歌いこんでい

きますが、今年も分散練習となっています。学

級の練習では、２～３グループに教室を分けて

練習し、全員でそろえるのは多目的ホールか体

育館での練習となっています。 

 これは、体育館での３年生の練習風景です。

互いに間隔をあけ、風通しのよい体育館の中で

歌いこんでいました。 

 ある学級では、合唱曲（詩）の意味・意義に

ついて担任の先生が思いを学級通信に綴って
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います。通信を読むだけで胸が苦しく、せつな

い思いに至ります。保護者の皆様には、直接お

聞かせできないことをお許しいただき、お子さ

んの様々な取組への努力を応援し、支えてくだ

さることを切に願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン花壇 

FBCコンクールがなくても 

地道な花づくりで「今、盛り」 
 

３年２組 

３年１組 

摘んだ花で「聖桜祭」を中庭に描く 
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１年１組 

１年２組 

２年２組 

２年１組 
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３学年「修学旅行」について 

 延期となっていました３年生の修学旅行について、１０月４日（月）５日（火）に1泊２日

の日程で県内に行くこととなりました。平和学習として「松代大本営跡」「無言館」、グループ

活動として「長野市内見学」、白馬での体験活動を計画しています。国や県の新型コロナ感染拡

大状況を把握しつつ実施し、感染防止策をとっての活動を心がけてまいります。なお、聖桜祭

の振替休みや３学年休業日のことから１０月６日、７日と３年生はお休みとなります。 

２学年「登山」から「体験学習」へ 

 ２年生の登山につきまして、１学期中は仙丈ケ岳を目指して準備していたところ、８月下旬

～９月上旬の西駒ケ岳へと変更させていただきました。しかしながら、お盆の長雨により、山

が荒れてしまったことにより、やむなく登山は中止とさせていただきました。現在、２学年で

は代替として、１０月中旬頃に県内での体験学習を計画・準備を始めています。２学年保護者

様には、改めてご連絡差し上げます。ご理解とご協力をお願いします。 

１学年「森林学習」 

 １学年では、１０月８日（金）に森林学習を計画しています。場所は「猪鹿沢伊澤学林」（学

校林）です。講師に稲邊謙次郎さんをお招きし、森の大切さ、間伐の必要性など自然環境の保

全について体験を通して学びます。 

「伊澤学校林」……高遠町誌による

と、伊澤多喜男氏が“和歌山県知事時代、母の

十三回忌の法要の費用を節して郷里高遠に学校

林を寄付しこれを「母の森」と名付けた”また

“古稀の際贈与を受けたお祝いの金に私財を加

えて、上伊那東部一町六ヶ村へ約七一町歩程の

学校林を設定し、上伊那農業学校・伊那高等女

学校・伊那中学校に約三○町歩の学校林を寄付

した”とあります。昭和15～16年の頃と思わ

れます。高遠中学校三十年誌には、旧高遠中学

校時代、冬期ストーブ使用につき、薪の搬出作

業が全校を上げて学校林から年に二、三回行わ

れたこと、伊澤多喜男氏寄付による伊澤学校林

（学林）の植林に汗を流し、昭和二十七年には

実績が認められ、長野県植林コンクール四等、

講和記念植林コンクール三等に入選したとあり

ます。今から７０年ほど前の話です。 

運動部活動新人戦について 

 ３年度新人戦について、新型コロナの

影響により大会延期の種目があり、保護

者の皆様にはご心配をおかけしておりま

す。 

 各部活動顧問から、新人戦の計画を順

次お伝えしてまいりますのでご確認いた

だきますようお願いします。 

 なお、バレー部男子につきまして、元来

中総体への出場は認めていない中での活

動を行ってきています。今回、他校の出場

が危ぶまれる事態にかかわって、上伊那

中体連から相談があり、特別の事情を鑑

み、合同チームによる出場を、今回に限

り、認めることといたしましたのでお知

らせします。 


